
「
心
・
知
・
体
」
を
重
視

塾
・
予
備
校
と
い
っ
た
民
間
教

育
の
分
野
に
40
年
ほ
ど
携
わ
っ
て

き
た
。

当
グ
ル
ー
プ
は
東
進
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
、
東
進
衛
星
予
備
校
、
東
進

こ
ど
も
英
語
塾
、
四
谷
大
塚
、
イ

ト
マ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
な

ど
を
全
国
各
地
に
展
開
し
て
い

る
。「
社
会
に
貢
献
す
る
軈
人
財
軋

の
育
成
」
を
目
標
に
掲
げ
、

「
心
・
知
・
体
」
の
３
要
素
を
重

視
し
て
い
る
。
四
谷
大
塚
の
「
全

国
統
一
小
学
生
テ
ス
ト
」
も
こ
の

一
環
で
、
今
年
11
月
の
テ
ス
ト
は

11
万
人
超
が
受
験
。
開
始
４
年
目

で
悲
願
の
10
万
人
の
大
台
に
乗
せ

た
。日

本
の
課
題
と
教
育

日
本
は
政
治
・
経
済
な
ど
多
く

の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
が
、
実

は
最
大
の
問
題
は
「
心
」
で
は
な

い
か
。
例
え
ば
高
校
生
の
学
習
意

欲
が
中
国
や
韓
国
に
比
べ
て
劣
る

こ
と
を
示
す
デ
ー
タ
は
枚
挙
に
い

と
ま
が
な
い
。
こ
れ
は
非
常
に
心

配
だ
。資
源
の
な
い
日
本
だ
け
に
、

人
を
鍛
え
直
し
て
「
人
財
立
国
」

「
科
学
技
術
立
国
」
の
強
化
に
向

け
頑
張
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
、
経
済
的
に
豊
か
に
な
っ

た
今
は
昔
と
違
い
、
お
金
や
名
誉

は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
動

機
に
な
ら
な
い
。
今
の
若
者
が
重

視
す
る
の
は
周
囲
か
ら
「
い
い
仕

事
を
し
た
」と
評
価
さ
れ
る
こ
と
。

つ
ま
り
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
に

な
る
こ
と
、
使
命
感
を
持
っ
た
リ

ー
ダ
ー
を
目
指
す
こ
と
が
動
機
づ

け
に
な
る
。

選
抜
し
て
人
材
育
て
る

リ
ー
ダ
ー
は
人
に
元
気
を
与
え

る
「
太
陽
」
の
よ
う
な
存
在
。
い

か
に
し
て
太
陽
を
育
て
る
か
が
重

要
だ
。

こ
の
た
め
、
エ
リ
ー
ト
教
育
を

否
定
す
る
風
潮
に
対
抗
し
て
い

く
。
文
部
科
学
省
の
全
国
学
力
テ

ス
ト
で
小
学
校
の
成
績
が
１
位
だ

っ
た
あ
る
県
は
、
一
方
で
、
当
社

の
調
べ
で
は
大
学
セ
ン
タ
ー
試
験

の
平
均
点
は
下
位
、
東
大
合
格
者

の
人
口
あ
た
り
出
現
率
は
中
位
に

と
ど
ま
る
。
全
体
的
な
教
育
の
底

上
げ
は
で
き
た
が
、
成
績
上
位
者

に
対
す
る
あ
る
種
の
エ
リ
ー
ト
教

育
が
足
り
な
い
と
い
う
見
方
も
で

き
る
。

当
社
は
今
年
９
月
に
新
た
に

「
全
国
統
一
高
校
生
テ
ス
ト
」
を

始
め
た
。
ま
た
全
国
統
一
小
学
生

テ
ス
ト
の
成
績
優
秀
者
を
視
察
団

と
し
て
米
ア
イ
ビ
ー
・
リ
ー
グ
に

送
っ
た
り
、
優
秀
な
高
校
生
を
中

国
の
清
華
大
学
に
送
っ
た
り
し
て

い
る
。
い
ず
れ
も
優
秀
な
人
材
を

選
抜
し
て
育
て
る
の
が
狙
い
だ
。

リ
ー
ダ
ー
は
リ
ー
ダ
ー
を
経
験

し
な
け
れ
ば
成
長
し
な
い
。
私
の

出
身
地
・
鹿
児
島
で
は
兄
貴
分
が

弟
の
面
倒
を
見
る
「
郷
中
教
育
」

の
伝
統
が
あ
る
。
東
進
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
で
も
毎
年
約
１
０
０
０
人
の

卒
業
生
ら
を
担
任
助
手
に
し
て
後

輩
の
指
導
に
当
た
ら
せ
、
リ
ー
ダ

ー
を
経
験
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
観
点
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
海
な

ど
が
設
立
し
た
全
寮
制
の
「
海
陽

学
園
」の
取
り
組
み
を
応
援
す
る
。

他
の
企
業
グ
ル
ー
プ
に
も
こ
う
し

た
学
校
を
設
立
す
る
動
き
が
広
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

東
京
の
大
手
町
・
丸
の
内
・
有

楽
町
の
「
大
丸
有
（
だ
い
ま
る
ゆ

う
）
地
区
（
以
下
、
丸
の
内
）」

で
は
、官
民
が
連
携
し
て
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
街
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
三
菱
地
所
は
、
丸

の
内
と
い
う
街
を
一
つ
の
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
確
立
し
、「
丸
の
内
な

ら
で
は
の
価
値
」
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
他
エ
リ
ア
と
の
差
別
化
を

図
っ
て
き
た
。
そ
の
取
り
組
み
と

し
て
、「
働
き
や
す
い
街
」「
賑
わ

い
の
あ
る
街
」「
文
化
の
あ
る
街
」

「
環
境
に
優
し
い
街
」
と
い
う
側

面
か
ら
、
丸
の
内
を
多
様
性
の
あ

る
街
へ
と
整
備
を
進
め
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
都
市
間
競
争
に

打
ち
勝
ち
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
都

市
に
な
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
に

加
え
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
や
情

報
、
技
術
を
拡
大
再
生
産
し
続
け

る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
構
築
が
重
要
だ
。
そ

「
日
本
創
生
ビ
レ
ッ
ジ
」
は
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
育
成
す
る

「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ

ス
」
と
「
東
京
21
Ｃ
ク
ラ
ブ
」
と

い
う
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
構
成
さ

れ
る
新
事
業
創
造
拠
点
だ
。

ク
ラ
ブ
の
現
在
の
会
員
数
は
６

の
た
め
の
取
り
組
み
が
「
日
本
創

生
ビ
レ
ッ
ジ
」
や
「
丸
の
内
イ
ン

ド
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ゾ
ー
ン
」

で
あ
る
。

２
０
人
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営
者
、

弁
護
士
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
、
大

学
教
授
、
さ
ら
に
投
資
家
な
ど
、

従
来
の
丸
の
内
に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
多
彩
な
人
材
が
異
業
種
交
流

し
て
い
る
。

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ

ス
に
入
居
す
る
の
は
現
在
15
社
。

東
京
21
Ｃ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
や
、

丸
の
内
に
あ
る
約
４
０
０
０
の
企

業
と
の
交
流
が
可
能
で
あ
り
、
事

業
の
成
長
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
る
支

援
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
５
社
の
上
場
企
業
が

誕
生
し
た
。

ま
た
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
あ
る

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
「
プ

ラ
グ
・
ア
ン
ド
・
プ
レ
イ
」
と
の

連
携
も
強
み
だ
。こ
こ
で
は
毎
年
、

世
界
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
か

れ
て
い
る
。
今
年
の
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
３
社
の
う
ち
２
社
が
日
本
創

生
ビ
レ
ッ
ジ
の
予
選
を
通
過
し
た

企
業
だ
っ
た
。

ま
た
、「
丸
の
内
イ
ン
ド
・
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ゾ
ー
ン
」
は
、
日

本
に
進
出
す
る
イ
ン
ド
企
業
お
よ

び
イ
ン
ド
進
出
を
狙
う
日
本
企
業

を
集
積
さ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
日
印
の
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
な

か
、
単
な
る
オ
フ
ィ
ス
の
提
供
で

は
な
く
、
総
合
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
を
目
的
と
し
て
い
る
。
税
制
・

会
計
面
を
支
援
す
る
監
査
法
人

と
、
イ
ン
ド
の
市
場
調
査
や
人
脈

形
成
を
後
押
し
す
る
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
会
社
、
そ
し
て
三
菱
地
所

の
３
者
で
運
営
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
に
は
Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）

サ
ー
ビ
ス
や
医
薬
品
な
ど
の
分
野

に
強
み
を
持
つ
企
業
が
多
く
、
日

本
に
は
都
市
イ
ン
フ
ラ
や
環
境
問

題
な
ど
に
関
す
る
高
い
技
術
力
が

あ
る
。
双
方
に
と
っ
て
大
き
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
期
待
で
き

る
。さ

ら
に
第
３
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て

「（
仮
称
）
大
手
町
金
融
教
育
・
交

流
セ
ン
タ
ー
」
の
計
画
を
進
め
て

こ
れ
ら
の
３
つ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ

り
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
有

力
企
業
を
丸
の
内
か
ら
生
み
出
し

お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育

成
や
交
流
の
更
な
る
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

た
い
。

日
本
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に

は
東
京
が
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
都

市
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
も
丸
の
内
だ
け
で
は

な
く
他
エ
リ
ア
と
も
連
携
し
て
、

東
京
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
。

分
割
民
営
化
の
意
味

23
年
前
の
国
鉄
分
割
民
営
化
は

ま
さ
に
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
転

換
」
で
あ
っ
た
。
政
治
介
入
が
遮

断
さ
れ
、
自
律
的
な
意
思
決
定
に

基
づ
き
即
応
性
、
先
見
性
の
あ
る

戦
略
的
な
経
営
が
可
能
と
な
っ

た
。
例
え
ば
設
備
投
資
で
は
、
国

鉄
時
代
の
ペ
ー
ス
で
あ
れ
ば
、
23

年
間
で
約
１
兆
円
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
と
こ
ろ
、
民
営
化
後
の
23
年
間

で
は
約
４
兆
円
と
大
幅
に
増
加
し

た
。
そ
の
結
果
、
東
海
道
新
幹
線

オ
ー
ル
時
速
２
７
０
誅
化
、
品

川
新
駅
の
開
業
を
成
し
遂
げ
る
一

方
、
Ｊ
Ｒ
セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ワ
ー
ズ

を
建
設
す
る
な
ど
、
当
社
は
目
覚

ま
し
い
飛
躍
を
遂
げ
た
。
同
時
に

超
電
導
磁
気
浮
上
式
鉄
道
技
術
を

完
成
さ
せ
、
現
在
、
東
海
道
新
幹

線
バ
イ
パ
ス（
東
京
―
名
古
屋
間
）

の
２
０
２
７
年
ま
で
の
開
業
と
米

国
北
東
回
廊
へ
の
展
開
を
目
指
し

て
い
る
。

求
め
ら
れ
る
要
素

経
営
に
お
け
る
意
思
決
定
は
政

治
に
お
け
る
そ
れ
の
対
極
に
あ

る
。
政
治
で
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に

よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
だ
が
、
経
営

は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
あ
る
点
な
ど
が
端

的
な
例
だ
。

経
営
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
構
成
要
素
は
、
①
方
針
・
目

標
の
決
定
②
行
動
計
画
の
企
画
・

立
案
③
統
率
・
実
行
の
３
つ
で
あ

る
。な

か
で
も
①
は
リ
ー
ダ
ー
の
本

質
と
い
え
る
。
リ
ー
ダ
ー
が
大
局

観
を
持
っ
て
合
理
性
と
正
統
性
の

あ
る
目
標
を
示
し
、
地
図
の
な
い

荒
野
に
踏
み
出
す
決
断
を
下
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
物
理
に
「E

＝mv
2

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
＝
質
量
×

速
度
の
２
乗
）」
と
い
う
法
則
が

あ
る
が
、「E

」
の
最
大
化
の
た

め
に
リ
ー
ダ
ー
の
主
動
で
経
営
の

テ
ー
マ
を
定
め
資
源
を
集
中
し

（m

）、
迅
速
に
行
動
す
る
（v

）。

こ
の
主
動
、
集
中
、
速
攻
が
成
功

の
鍵
だ
。

②
の
企
画
・
立
案
能
力
は
、
調

査
・
分
析
に
よ
り
論
理
的
な
思
考

を
組
み
立
て
て
説
得
す
る
能
力
で

あ
る
。

③
の
統
率
・
実
行
に
お
い
て
は

人
の
気
持
ち
を
掌
握
す
る
「
人
間

力
」
と
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い

て
い
け
ば
勝
て
る
と
確
信
さ
せ
る

「
成
功
体
験
の
共
有
」
が
重
要
と

な
る
。
さ
ら
に
は
自
分
の
意
志
で

行
動
し
、
結
果
は
自
ら
責
任
を
取

る
と
い
う
、
独
立
自
尊
の
心
構
え

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

海
陽
学
園
が
目
指
す
も
の

最
後
に
「
リ
ー
ダ
ー
に
育
ち
得

る
資
質
を
涵
養
（
か
ん
よ
う
）
す

る
場
」
と
し
て
の
「
海
陽
学
園
」

を
紹
介
し
た
い
。
海
陽
学
園
は
全

寮
制
の
中
高
一
貫
男
子
校
で
あ

り
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
中
部
電
力
、

当
社
が
中
心
と
な
り
、
愛
知
県
内

に
設
立
し
た
。

本
校
の
特
徴
の
１
つ
に
「
フ
ロ

ア
マ
ス
タ
ー
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

現
在
、
80
社
以
上
の
企
業
が
本
校

を
支
援
し
て
い
る
が
、
支
援
企
業

の
若
手
社
員
が
寮
の
「
フ
ロ
ア
マ

ス
タ
ー
」
と
し
て
１
年
間
、
生
徒

と
起
居
を
共
に
し
、
生
徒
の
寮
生

活
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
、
指
導

す
る
。
生
徒
に
と
っ
て
様
々
な
こ

と
を
相
談
で
き
る
頼
も
し
い
存
在

と
な
る
。

海
陽
学
園
は
学
校
で
あ
り
な
が

ら
、
塾
で
あ
り
、
家
庭
で
あ
り
、

社
会
で
も
あ
る
。
全
寮
制
の
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
つ
つ
、
基
礎
知
識

を
効
率
的
に
学
び
、
自
由
な
読

書
・
空
想
の
時
間
を
確
保
し
、
様

々
な
人
間
関
係
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
し
な

や
か
な
人
材
を
育
て
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ナ
ガ
セ
社
長
　
永
瀬
　
昭
幸
氏

基
調
講
演

基
調
講
演

乗
数
効
果
の
高
い
教
育
へ
の
投
資

乗
数
効
果
の
高
い
教
育
へ
の
投
資

東
海
旅
客
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
東
海
）
代
表
取
締
役
会
長
　
葛
西
　
敬
之
氏

特
別
講
演

特
別
講
演

明
日
の
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
に

明
日
の
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
に

三
菱
地
所
街
ブ
ラ
ン
ド
企
画
部
長
　
斎
藤
　
敏
郎
氏

ス
ポ
ン
サ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ポ
ン
サ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

新
事
業
創
世
拠
点
へ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

新
事
業
創
世
拠
点
へ

丸
の
内
に
お
け
る
街
づ
く
り

多
様
な
人
材
が
集
積
・
交
流

世
界
か
ら
選
ば
れ
る
都
市
へ

広   

　
告

企
画
・
制
作

日
本
経
済
新
聞
社

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
営
業
局

日本経済新聞社は１１月５日、東京・大手町の日経ホールで

「日経産業新聞フォーラム 企業経営者クラブＶｏｌ．４」を開催

した。テーマは「日本経済活性化のためのグローバルリーダ

ーの育成」。３人の講演を通じ、①リーダーを育てる教育の

あり方②企業経営におけるリーダーシップの重要性③人材

を育成するイノベーションプラットフォームの姿――が浮き

彫りになった。協賛は三菱地所、三菱地所リアルエステート

サービス、プロパティデータバンクの各社。

日本経済活性化のためのグローバルリーダーの育成
～教育への投資と、企業経営におけるマネジメントの観点から～

リ
ー
ダ
ー
育
成
が
鍵

目
指
せ「
人
財
立
国
」

「
目
標
掲
げ
踏
み
出
す
」こ
と
こ
そ

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本
質


